
フォト

2012

秋

と
ち
ぎ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

　
　
１０
年
計
画
で
５
８
０
Ｍ
Ｗ
を
め
ざ
す

地
域
を
盛
り
上
げ
る
戦
士
た
ち

　

と
ち
ぎ
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

と
ち
ぎ
景
勝
百
選　

    

紅
葉 

ス
ポ
ッ
ト

と
ち
ぎ
ア
ー
カ
イ
ブ　

こ
こ
に
も
人
の
輪
が

シ
リ
ー
ズ
人 

日
本
人
ら
し
い
繊
細
な
表
現
を

ワ
ガ
ノ
ワ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
留
学
し
た　

西
村
悠
香
さ
ん

　

       

モ
ロ
の
フ
ラ
イ  

 

な
す
び
食
堂
（
栃
木
市
）

表紙写真・龍王峡（日光市）



と
ち
ぎ
の

10
年
計
画
で
５
８
０
Ｍ
Ｗ
を
め
ざ
す

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

とちぎのメガソーラー発電所

メ
ガ
ワ
ッ
ト
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「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
で
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
）
の
建
設
か
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
栃
木
県
は
「
と
ち
ぎ
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
て
、
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
お
お
む
ね
10
年

後
を
目
標
に
、
５
８
０
Ｍ
Ｗ
の
発
電
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
一
定
の
条
件
を
整

え
た
県
有
地
や
民
有
地
な
ど
を
建
設
候
補
地
と
し

て
選
定
し
、
発
電
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
63
の
候
補
地
を
選
定
し
、
こ
の
う
ち

10
か
所
で
発
電
事
業
者
が
決
ま
り
、
事
業
化
に
向

け
た
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
７
月
に

は
、
藤
井
産
業
㈱
（
本
社
・
宇
都
宮
市
）
と
シ
ャ

ー
プ
㈱
（
本
社
・
大
阪
市
）
の
２
社
が
、
栃
木
県

や
関
係
市
町
な
ど
と
の
「
基
本
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
11
月
発
電
開
始
を

目
標
に
、
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」＝再生可能エネルギー（太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス）を用いて
発電された電気を、一定価格で電気事業者が買い取ることを義務付けた制度で、７月１日にスタートしました。
写真は、11月発電開始めざして建設か進む「大田原ソーラーファームⅡ」（大田原市の品川台工業団地内）



急ピッチで工事が進められている大田原ソーラーファームⅡ

基礎工事にはコンクリートを使わず、長さ約３mの金属パイプを地面に打ち込み、構造物を固定します地面には砕石が敷き詰められています

太い金属パイプを地面に打ち込み構造物を固定しています
完
成
予
想
図

大田原ソーラーファームⅡには日本製の
太陽光パネル７０３８枚が並べられます

とちぎのメガソーラー発電所
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品
川
台
工
業
団
地
（
大
田
原
市
）
に
２
基
建
設

藤
井
産
業
株
式
会
社
（
宇
都
宮
市
）

　

大
田
原
市
蛭
田
に
あ
る
品
川
台

工
業
団
地
で
は
、
現
在
２
つ
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ

い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
藤
井
産
業
㈱

に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
。

　

総
面
積
約
84
㌶
の
工
業
団
地
の

６
街
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
大

田
原
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
Ⅱ
」
は
、

2.7
㌶
の
用
地
に
７
０
３
８
枚
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
、
最
大

1.6
Ｍ
Ｗ
の
発
電
を
行
い
ま
す
。
今

年
７
月
に
着
工
、
11
月
に
は
発
電

開
始
予
定
で
す
。

　

建
設
工
事
は
、
同
社
独
自
の
工

法
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
わ
な
い
、

環
境
に
配
慮
し
た
施
工
方
法
」
で

進
め
て
い
ま
す
。
地
面
だ
け
で
な

く
、
基
礎
工
事
に
も
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
代
わ
り
に
、

太
い
金
属
パ
イ
プ
を
地
中
深
く
埋

め
込
み
、
構
造
物
を
し
っ
か
り
と

固
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
斜
め

に
設
置
す
る
架
台
は
、
管
理
し
や

す
い
高
さ
に
抑
え
ら
れ
、
架
台
間

に
は
砕
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
雑
草
の
繁
茂
を
抑

え
た
り
、
太
陽
光
の
反
射
に
よ
り
、

発
電
効
率
を
上
げ
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

公
園
を
挟
ん
で
西
側
の
１
街
区

で
は
「
大
田
原
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー

ム
Ⅰ
」
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

規
模
は
フ
ァ
ー
ム
Ⅱ
の
1.4
倍
で
、

Ⅰ
・
Ⅱ
の
合
計
最
大
出
力
は
約
４

Ｍ
Ｗ
に
な
り
ま
す
。

　

大
田
原
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
、

自
立
型
発
電
と
移
動
式
蓄
電
池
設

備
を
備
え
た
地
域
貢
献
型
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
。
災
害
に
よ
る
停
電
時

に
は
、、
太
陽
光
発
電
で
蓄
電
し
、

避
難
所
な
ど
に
持
ち
運
び
、
電
気

を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
業
団
地
内
で
４
Ｍ
Ｗ
発
電



藤井産業 検索

「ソーラーファーム」ついて話し合う藤井産業㈱の社員たち

真岡市水戸部に建設中の真岡ソーラーファーム

７月 10日に行われた基本協定締結式。
左から鹿沼市長、藤井社長、栃木県知事

真岡ソーラーファームでは8325枚の
太陽光パネルを使用します

11月発電開始をめざす真岡ソーラーファーム

とちぎのメガソーラー発電所

コマツ栃木 検索

とちぎのメガソーラー 検索

藤井産業 検索
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廃
工
場
跡
地
活
用
し
２
Ｍ
Ｗ

10
か
所
で
事
業
者
決
定

　

真
岡
市
の
水
戸
部
の
工
場
跡
地
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
建
設
を
進
め
て
い
る
の
は
コ
マ
ツ
栃
木
㈱
。
同
社

は
、
主
に
建
設
機
械
の
販
売
・
整
備
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
球
環
境
負
荷
低
減
活
動
の
一

環
と
し
て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
発
電
事
業
に
参
入
し
ま
し

た
。
建
設
中
の
「
真
岡
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
は
、敷

地
面
積
3.3
㌶
。
最
大
出
力
は
約
２
Ｍ
Ｗ
で
す
。
同
社

は
藤
井
産
業
㈱
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
同
様
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
わ
な
い
、
環
境

に
配
慮
し
た
施
工
方
法
」
で
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

発
電
開
始
は
11
月
の
予
定
で
す
。

　

藤
井
産
業
㈱
で
は
、
大
田
原
市
の
ほ
か
に
鹿
沼
市
で
も
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
鹿
沼
市
磯
町
に
あ
っ
た

県
の
農
業
試
験
場
鹿
沼
農
場
の
跡
地
に
建
設
中
の
「
鹿
沼
ソ
ー

ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
。
敷
地
面
積
は
2.3
㌶
で
、
最
大
出
力
1.7
Ｍ
Ｗ

の
発
電
所
で
す
。
建
設
に
先
立
っ
て
同
社
は
、
県
と
鹿
沼
市
と

３
者
に
よ
る
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
事
業
に
係
る
基
本
協
定
」
を
結
び

ま
し
た
。
協
定
に
は
、
災
害
時
に
避
難
所
な
ど
に
優
先
的
に
電

力
を
供
給
す
る
こ
と
や
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
す
る

こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
井
産
業
は
、
宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
内
に
本
社
が
あ
る
、

設
立
50
年
以
上
の
電
設
・
建
設
の
資
材
・
電
気
機
器
商
社
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
産
業
用
や
家
庭
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
事

業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
新
た
な
事
業
と
し

て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

か
所
の
発
電
事
業
者
が
決

定
し
、
12
か
所
で
発
電
事

業
者
選
定
中
で
す
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
候
補
地
の
詳
し

い
募
集
要
項
や
候
補
地
リ

ス
ト
、
決
定
し
た
発
電
事

業
者
な
ど
は
、
栃
木
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

 　

栃
木
県
は
、「
と
ち
ぎ
環
境
立
県
戦
略
」

に
掲
げ
た
「
と
ち
ぎ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
太
陽
光
発
電
の

飛
躍
的
拡
大
を
図
り
、
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
候
補
地
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
栃

木
県
は
、
提
出
さ
れ
た
候
補
地
に
つ
い
て

内
容
を
確
認
し
た
上
で
公
表
し
、
発
電
事

業
を
行
う
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
10
日
現
在
で
、
栃
木
県
が
公
表
し

て
い
る
候
補
地
は
63
か
所
、
こ
の
う
ち
10

コ
マ
ツ
栃
木
株
式
会
社
（
宇
都
宮
市
）

候
補
地
も
引
き
続
き
募
集
中

災
害
時
の
供
給
や
環
境
学
習
に
も



クッキング戦士クックマン

チャリンコ戦隊姫レンジャー

絢爛郷土
カヌマン

わんぱく戦隊なしおレンジャー

地
域
を
盛
り
上
げ
る
戦
士
た
ち

と
ち
ぎ
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

奮
闘
中
！

フォトとちぎ 2012秋 8フォトとちぎ 2012秋9

ド
派
手
な
衣
装
に
仮
面
を
付
け
、
颯
爽
と
登
場
す
る
○
○

戦
隊
□
□
レ
ン
ジ
ャ
ー
。
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
大
人
た

ち
に
も
大
ウ
ケ
。
今
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

る
に
は
、
欠
か
せ
な
い
存
在
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
の
年
齢
や
職
業
、
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

共
通
し
て
い
る
の
は
強
い
郷
土
愛
。
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に

と
、日
夜
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
秋
、栃
木
県
内
は
、

地
域
の
ま
つ
り
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
。
ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
り
ま
す
。
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「
地
球
の
“
食
”
の
平
和
を
守

る
た
め
ク
ッ
キ
ン
グ
星
か
ら
や

っ
て
き
ま
し
た
」。
流
暢
な
口

調
と
、
あ
ざ
や
か
な
包
丁
さ
ば

き
で
、
親
子
料
理
教
室
の
講
師

を
務
め
る
ク
ッ
ク
マ
ン
。
地
域

の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、遊
園
地
、

小
学
校
の
料
理
教
室
な
ど
、
栃

木
県
内
各
地
に
出
没
。
そ
の
数

は
年
間
１
０
０
ス
テ
ー
ジ
を
超

え
ま
す
。
ク
ッ
ク
マ
ン
は
料
理

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
に

も
、
地
元
の
ラ
ジ
オ
・
Ｔ
Ｖ
番

組
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。
調
理

師
免
許
を
も
ち
、
栃
木
県
知
事

か
ら
「
と
ち
ぎ
未
来
大
使
」
に

委
嘱
さ
れ
て
い
る
異
色
の
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

　

ク
ッ
ク
マ
ン
の
誕
生
は
５
年

ほ
ど
前
。
大
田
原
市
内
で
和
風

レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
父
親

の
影
響
も
あ
り
、
料
理
に
興
味

を
持
ち
、
数
年
間
の
板
前
修
業

後
、
ラ
ー
メ
ン
店
を
開
店
。
も

と
も
と
人
前
に
出
る
の
か
好
き

で
、
プ
ロ
レ
ス
フ
ァ
ン
だ
っ
た

店
主
、
仕
事
と
組
み
合
わ
せ
て

何
か
を
や
り
た
い
と
、
熟
慮
の

末
が
こ
の
ス
タ
イ
ル
。

　

純
白
の
全
身
タ
イ
ツ
に
黄
色

い
マ
ン
ト
。
食
材
の
王
様「
卵
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
特
技

は
リ
ン
ゴ
の
早
む
き
で
「
自
称

リ
ン
ゴ
の
早
む
き
世
界
一
」
だ

そ
う
で
す
。
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
は
、
パ
ラ
パ
ラ
を
踊
り
な

が
ら
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
る
「
パ

ラ
パ
ラ
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
を
は
じ

め
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
向

け
の
メ
ニ
ュ
ー
ま
で
、
ク
ッ
ク

マ
ン
だ
け
に
99
（
以
上
）。

 

「
料
理
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
の
域
ま
で
高
め
た
い
。
そ
し

て
多
く
の
人
が
“
食
”
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

ク
ッ
ク
マ
ン
は
言
い
ま
す
。

ク
ッ
ク
マ
ン

ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士

アシスタントのうっち〜さん（右） １時間ほどで、おいしいカレーが出来上がりました

８月22日に道の駅しもつけ（下野市）で開かれた「食のオープンスクール」。こ
の日は16組の親子が参加し「水を使わない夏野菜カレー」づくりに挑戦しました。
クックマンが子どもたちのために、やさしいレシピをつくってくれました

包丁の使い方を指導するクックマン

ク
ッ
ク
マ
ン
特
製
の
「
水
を
使
わ
な
い

夏
野
菜
カ
レ
ー
」。
水
の
代
わ
り
に
県

産
の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
使
い
ま
し
た



鹿沼市出身のロンドン五輪団体銀メダリスト平野早矢香さん（卓球）の祝賀パレードで声援を送るカヌマン

９月９日に開かれた「かぬま楽市」で披露された「カヌマンショー」

とちまるショップ（東京）で行われた
PRイベント。写真右端は鹿沼市長 キャンプ場オープンの記念イベント 交通安全キャンペーン カヌマンは子どもたちに大人気カヌマンに交付された鹿沼市の「特別住民票」
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鹿
沼
の
天
狗
が
作
っ
た
と
い

う
不
思
議
な
仮
面
と
、
原
色
の

派
手
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身
を

包
ん
だ
５
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
。
１

号（
赤
）は
イ
チ
ゴ
、２
号（
青
）

は
ニ
ラ
、３
号（
黄
）は
鹿
沼
土
、

４
号
（
ピ
ン
ク
）
は
サ
ツ
キ
、
５

号
（
緑
）
は
木
工
業
と
、
鹿
沼

市
の
名
物
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。

　

カ
ヌ
マ
ン
の
誕
生
は
今
か
ら

６
年
前
。
地
元
青
年
団
の
Ｏ
Ｂ

た
ち
が
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
鹿
沼
市
内
に
在
住
・
勤

務
す
る
若
い
人
た
ち
25
人
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
鹿
沼

ヒ
ー
ロ
ー
計
画
」
が
運
営
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
市
の

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
交
通
安
全
・

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
地
域
の

祭
り
な
ど
、
市
内
の
随
所
に
登

場
し
、
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。
昨
年
１
月
に
は
、
こ
う
し

た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
鹿
沼
市

長
か
ら
「
特
別
住
民
票
」
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
マ
ン
に
は
、
常
に
白
衣

姿
の
怪
し
げ
な
謎
の
人
物
が
ピ

ッ
タ
リ
と
寄
り
添
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
人
こ
そ
カ
ヌ
マ
ン
を

陰
で
操
る
研
究
開
発
本
部
研
究

員
。「
鹿
沼
ヒ
ー
ロ
ー
計
画
」

の
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
で
す
。

 

「
５
人
の
カ
ヌ
マ
ン
の
ほ
か
、

白
衣
姿
の
博
士
風
サ
ブ
キ
ャ

ラ
、
そ
れ
に
17
人
ほ
ど
の
テ
レ

ン
コ
軍
団
（
悪
役
）
も
い
て
、

コ
ン
ト
仕
立
て
の
シ
ョ
ー
も
演

じ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
郷
土

愛
に
満
ち
た
一
般
市
民
。
衣
装

は
手
作
り
で
、
仮
面
の
中
は
毎

回
違
う
人
で
す
。
彼
ら
は
、
嫁

や
家
族
の
応
援
や
ら
失
笑
を
受

け
つ
つ
も
、
果
敢
に
テ
レ
ン
コ

軍
団
と
戦
い
、
鹿
沼
の
平
和
を

守
る
の
で
す
」
と
研
究
員
。

カ
ヌ
マ
ン

絢け
ん
ら
ん爛
郷
土



結成記念発表会で姫レンジャーのダンスを披露するヒロインたち

「姫レンジャー」の活躍は
http://machidukuri3636.sblo.jp/ で
ご覧になれます

伝説の「蛇姫様」をイメージしたコスチューム

防犯キャンペーンのお手伝いも行いました
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「出陣まつり」を盛り上げる「なしおレンジャー」

地域の盆踊りにも参上

「なしおレンジャー」は、地域の保育園の保護者と職員
とが協力して「ローカルヒーローをこどもたちに」と
4年前に誕生しました

災害にめげず、みんなでがんばろう！と呼びかける「なしおレンジャー」

な
し
お
レ
ン
ジ
ャ
ー

　

毎
年
10
月
の
第
４
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
那
須
野
巻

狩
ま
つ
り
」
は
、
那
須
塩
原
市
を
代
表
す
る
祭
り
の
ひ
と

つ
。
前
日
に
は
、
那
須
塩
原
駅
近
く
で
「
那
須
野
巻
狩
大

将
鍋
出
陣
式
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

な
し
お
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
こ
こ
に
参
上
！
。
怪
獣
と
の
バ

ト
ル
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
テ
ー
マ
毎
回
、
地
域
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
な
し
お
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
社
会
派
ヒ

ー
ロ
ー
な
の
で
す
。
昨
年
の
テ
ー
マ
は
、
被
災
地
の
復
興

を
願
い
「
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
！
」。
ヒ
ー
ロ
ー
も
怪
獣

も
共
に
が
ん
ば
ろ
う
！
と
締
め
ま
し
た
。
今
年
も
、
身
近

な
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
戦
隊

　

カ
ラ
フ
ル
な
自
転
車
に
乗
っ
て
颯
爽
と
登
場
す
る
５
人
の
ヒ

ロ
イ
ン
。姫
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、那
須
烏
山
市
の「
特
殊
Ｐ
Ｒ
部
隊
」

と
し
て
今
年
３
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
同
市
で
地
域
活
性

化
事
業
を
推
進
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
合
同
会
社
」
が
、
ダ

ン
ス
が
得
意
な
10
〜
20
代
の
市
内
在
住
の
女
性
を
公
募
し
、
編

成
し
ま
し
た
。
地
域
に
伝
わ
る
「
蛇
姫
様
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

衣
装
で
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
ベ
ジ
タ

マ
ン
ダ
ン
ス
。
子
ど
も
た
ち
の
食
育
と
、
野
菜
栽
培
農
家
へ
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
ン
グ
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
ノ
リ
の

い
い
リ
ズ
ム
と
、
や
さ
し
い
動
き
の

ベ
ジ
タ
マ
ン
ダ
ン
ス
は
、

保
育
園
・
幼
稚
園
で
の

食
育
や
お
遊
戯
に
、

お
年
寄
り
の

健
康
づ
く
り
体
操
に
と

各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

姫
レ
ン
ジ
ャ
ー

チ
ャ
リ
ン
コ
戦
隊



と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選

この写真は
「とちぎフォトライブラリー」からダウンロードできます 紅

葉
ス
ポ
ッ
ト

フォトとちぎ 2012秋 16フォトとちぎ 2012秋17

金
精
峠
（
日
光
市
）

　

栃
木
県
と
群
馬
県
と
の
境
に
あ
る
標
高

２
０
２
４
㍍
の
峠
で
す
。
峠
の
下
を
ト
ン
ネ
ル

が
抜
け
て
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
か
ら
峠

に
登
る
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
峠
か
ら
は
、

湯
ノ
湖
や
戦
場
ヶ
原
、
日
光
の
山
々
が
一
望
で

き
ま
す
。
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
が
見
頃
で
す
。

大
沼
園
地
（
那
須
塩
原
市
）

　

塩
原
温
泉
か
ら
日
塩
も
み
じ
ラ
イ
ン
で
湯
本
塩

原
を
経
て
料
金
所
の
５
０
０
㍍
手
前
を
左
折
、
少

し
進
む
と
富
士
山
（
新
湯
富
士
）
の
東
側
に
広
い

湿
原
が
あ
り
ま
す
。
大
沼
園
地
は
、
自
然
研
究
路

が
整
備
さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
木
道
も
あ
り
ま

す
。
水
芭
蕉
の
群
生
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵

な
ど
で
知
ら
れ
ま
す
が
、
秋
の
紅
葉
も
美
し
い
で

す
。
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
が
見
頃
で
す
。

井い
が
し
ら頭
公
園
（
真
岡
市
）

　

真
岡
市
の
中
心
部
か
ら
北
へ
約
５
㌔
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
93
・
３
㌶
の
広
大
な
敷
地

に
は
、
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど

の
丘
陵
地
と
雑
木
林
が
広
が
り
、
野
鳥
の
姿

を
目
に
し
た
り
、
紅
葉
な
ど
四
季
折
々
の
自

然
の
表
情
が
楽
し
め
ま
す
。
10
月
か
ら
11
月

が
見
頃
で
す
。

那
須
岳
（
那
須
町
）

　

那
須
岳
（
茶
臼
岳
）
は
、
標
高
１
９
１
５
㍍
の
活

火
山
で
、
今
も
白
い
噴
煙
を
吐
き
続
け
て
い
ま
す
。

那
須
連
山
の
う
ち
、
主
峰
の
茶
臼
岳
と
朝
日
岳
・
三

本
槍
岳
・
南
月
山
・
黒
尾
谷
岳
は
、
那
須
五
岳
と
呼

ば
れ
、
那
須
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
茶
臼
岳
の
山
頂
付
近
は
硫
黄
の
臭
気
が
漂
い
、

植
物
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
９
合
目
ま
で
は

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
山
頂
近
く
ま
で
上
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。紅
葉
は
例
年
９
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、

10
月
上
旬
に
見
頃
に
な
り
ま
す
。
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ウ

ル
シ
、ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
が
鮮
や
か
に
色
づ
き
ま
す
。



秋まつり（那須町）
1976 年 11 月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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那須町伊王野の温泉神社で



とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ

ここにも人の輪が
1977 年 3・10 月号より
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地
域
内
の
全
家
庭
を
回
り
な
が
ら

母
子
の
健
康
と
成
長
を
見
守
っ
て
い

る
主
婦
グ
ル
ー
プ
が
足
利
市
に
あ
る
。

「
足
利
市
母
子
愛
育
会
」
で
、
各
地

区
の
班
員
た
ち
は
46
年
10
月
の
発
足

以
来
、
忙
し
い
家
事
の
合
間
を
ぬ
っ

て
活
動
し
て
い
る
。
活
動
の
努
力
が

実
っ
て
か
つ
て
は
高
か
っ
た
乳
幼
児

の
死
亡
率
が
大
幅
に
減
る
な
ど
の
実

績
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
」
77
年
10
月
号
よ
り
）

班ごとに開いている活動報告

小舟を使って河川清掃

子供会や老人ク
ラブは街を花で
飾ろうと花壇の
手入れ

毎月宇都宮駅前を清掃する「美しい簗瀬をつくる会」の人たち

『愛育の日」に乳児の体重測定

地域ぐるみで子育て支援自
治
会
ぐ
る
み
で
清
掃
奉
仕

　

宇
都
宮
市
簗
瀬
地
区
の
人
た
ち
は
毎

月
第
三
日
曜
日
の
『
県
民
清
掃
の
日
」

に
清
掃
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
続

け
な
が
ら
、
地
域
の
美
化
に
努
め
て
い

る
。
同
地
区
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
夏
祭

り
や
体
育
祭
、
歩
け
歩
け
運
動
な
ど
を

通
し
て
、
つ
ね
に
近
隣
愛
を
深
め
て
い

る
。（
広
報
誌「
と
ち
ぎ
」77
年
３
月
号
よ
り
）

（
宇
都
宮
市
）

（足利市）



シリーズ●とちぎのひと人
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クラシカルバレエアカデミー
S.O.U. 宇都宮 所属西村 悠香さん

　　

世
界
最
高
峰
の
バ
レ
エ
学
校
「
ロ
シ
ア
国
立

ワ
ガ
ノ
ワ
・
バ
レ
エ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
留
学

生
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
７
月
14
日
と
15
日
、
栃

木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、
プ
ロ

の
ダ
ン
サ
ー
を
目
指
す
16
歳
か
ら
１９
歳
ま
で
の

男
女
25
人
が
応
募
。
審
査
の
結
果
、
６
人
が
合

格
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
栃
木
県
か
ら
は
、
宇

都
宮
短
期
大
学
付
属
高
校
２
年
生
の
西
村
悠
香

さ
ん
が
合
格
し
ま
し
た
。
栃
木
県
の
合
格
者
は

２
年
ぶ
り
、
７
人
目
で
す
。
西
村
さ
ん
ら
６
人

は
９
月
か
ら
、
来
年
６
月
ま
で
の
10
か
月
間
の

日
程
で
（
成
績
に
よ
り
延
長
の
場
合
も
あ
り
ま

す
）
芸
術
の
都
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
で
留
学
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
留
学
生
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
と
ち
ぎ
未

来
づ
く
り
財
団
）
が
日
本
バ
レ
エ
界
の
発
展
と

国
際
交
流
な
ど
を
目
的
に
、
１
９
９
６
年
度
か

ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
唯
一
の

公
認
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
こ
れ
ま
で
に
82
人

が
留
学
。
修
了
生
は
、
国
内
外
の
バ
レ
エ
団
で

活
躍
し
た
り
、
後
進
の
指
導
に
当
た
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

西
村
悠
香
さ
ん
が
バ
レ
エ
を
始
め
た
の
は
６

歳
の
と
き
で
し
た
。
親
戚
の
子
が
習
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
母
親
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
姿
勢
正
し
く
、
女
の
子
ら
し
い
立
振
舞
い

を
し
て
欲
し
い
と
願
い
、
バ
レ
エ
教
室
に
通
わ

せ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
、
ま
だ
幼
稚

園
の
年
長
組
で
し
た
。
教
室
で
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
る
お
姉
さ
ん
た
ち
の
き
れ
い
な
動
き
を
見
て
、

バ
レ
エ
に
魅
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　　

本
格
的
に
バ
レ
エ
を
や
り
た
い
と
、
現
在
所

属
す
る
教
室
に
通
い
始
め
た
の
は
、
小
学
４
年

生
の
と
き
。
そ
の
１
年
後
、
初
め
て
出
場
し
た

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
オ

ン
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
）
で
児
童
部
門
の
奨
励

賞
。
翌
年
に
は
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
。
さ

ら
に
、
高
校
生
に
な
っ
て
、
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー

ル
in
横
浜
に
出
場
し
、
第
２
位
。
文
化
庁
主
催

の
全
日
本
バ
レ
エ
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
第
４
位

に
輝
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
２
月
、
厳
し
い
予
選
を
通
過
し
、

世
界
が
注
目
す
る
第
40
回
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ

レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

に
な
り
ま
し
た
。

 

「
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
国
際
大
会
で
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
世
界
の
人
た
ち
の
素
晴

ら
し
い
演
技
で
し
た
。
大
き
な
違
い
は
、
た
と

え
途
中
で
間
違
っ
て
も
、
自
信
た
っ
ぷ
り
に
演

技
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
私
は
間
違
う
と
、
ち

ょ
っ
と
引
い
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
が
い
か
に
も

自
身
が
な
い
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
大
会
で
世
界
の
バ
レ
エ
を
実
感
し
ま
し
た
」

　　

と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財
団
で
は
、
毎
年
ロ
シ

ア
国
立
ワ
ガ
ノ
ワ
・
バ
レ
エ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の

教
師
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
西
村
悠
香
さ
ん
は
、
こ
れ
に
毎
回
参
加
。

そ
の
度
に
ワ
ガ
ノ
ワ
へ
の
想
い
は
強
ま
り
ま
し
た
。

「
小
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
ワ
ガ
ノ
ワ
は
、
厳
し
い
メ
ソ
ッ
ド
を
持

つ
学
校
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
可
能
な

ら
３
年
く
ら
い
頑
張
っ
て
、
日
本
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
吸
収
し
た
い
で
す
。
技
術

的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
と
く
に
表
現

の
方
法
を
学
び
、
日
本
人
ら
し
い
繊
細
な
動
き

が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
と
。
ロ

シ
ア
語
を
勉
強
し
、
レ
ッ
ス
ン
を
し
っ
か
り
と

吸
収
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
修
了
後
に
は
、
海

外
の
バ
レ
エ
団
に
入
れ
た
ら
最
高
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
が
、
日
本
の
バ
レ
エ
団
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
舞
台
の
真
ん
中
で
演
技
す
る

こ
と
が
夢
で
す
ね
」

日本人らしい繊細な表現を
ロシア国立ワガノワ・バレエ・アカデミーに留学

宇都宮短期大学付属高等学校２年

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
世
界
を
実
感

ロ
シ
ア
語
学
び
レ
ッ
ス
ン
を
吸
収

バ
レ
エ
の
き
れ
い
な
動
き
に
魅
了

ゆ　う　　か
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なすび食堂
栃木市万町7-3

☎ 0282-23-1010

モロのフライ

　栃木県内では古くからサメ料理が食されています。「モ
ロ」や「サガンボ」と呼ばれ、煮つけやフライにするの
が一般的です。栃木市にある「なすび食堂」では、モロ
のフライが付いた「栃木定食」が好評です。カラッと揚
げたモロのフライは、臭みがなく淡白で上品な味わい。
魚というよりは、柔らかいササミのような食感です。特
製のタルタルソースをかけると、モロの風味がいっそう
引き立ちます。モロのフライに、うどん、ご飯、煮物、
野菜などが付いて 980 円。ボリュームたっぷりですが、
全部あわせても 788kcal。モロは栄養豊富で美容にも
よいそうです。なすび食堂は、社会福祉法人が経営する
店舗で、ハンディキャップがある人も一緒に働いています。

（栃木市）


